
岡山県備前市

企画財政部 榮 研二

EVを使った住民主体による地域内移動サービスの全市展開

（旧）NPO法人

スマイル・つるみ 信宮勝正



位 置 岡山県南東部（瀬戸内海／兵庫県境に位置）

人 口 30,499人（令和7年5月末） 高齢化率 40% ※消滅可能性自治体

歴 史 1千年の伝統を受け継ぐ焼き締め陶「備前焼」、日本最古の庶民の学校「閑谷学校」（国宝）など

特産品 備前焼 牡蠣（かき） カキオコ ぶどう モモ など

観 光 ３つの日本遺産（①備前焼 ②閑谷学校 ③北前船寄港地）
備前市美術館（令和7年7月12日グランドオープン 特別展「ピカソの陶芸」）



SDGｓ未来都市（2023）

アマモ場の再生（1985～）

備前市の環境への取組み

ＥＶ充電スタンドの設置（2015）

2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言（2021）

住宅用太陽光発電・蓄電池設備導入補助



Well-Being指標に見る

備前市の環境と交通

に関する評価

【出典】2024年度Well-Being

全国調査

※スコアは、全国平均=50の

偏差値（20～80）

客観データ（オープンデータ)

交通

環境

主観データ（市民アンケート N=632)

交通
環境



JR駅

病院（有床）

JR線

備前市のバス路線

民間バス １路線（宇野バス）

市営バス １０路線

圏域バス 吉永⇔赤穂市

その他 和気⇔吉永（和気町営バス）

※個人宅と駅、バス停、病院、スーパーな

どの拠点を結ぶ枝線としてデマンド型乗

合タクシーの運行開始（2023.4～）



NPOパンフレット

「NPO法人スマイル・つるみ」

紹介パンフレットより



「時速19㎞の支え合い移動サービス」

の事業化に向けた手ごたえを実感

2018.10

国土交通省実証調査

グリーンスローモビリティを使った地域内移動サービス

2020.10

備前市鶴海地内に限定

した交通空白地有償運

送事業を開始

・市が購入した車両を無償貸与

・携帯電話で予約受付

・１人1乗車200円

・運行補助制度を創設

2023.9

運行終了
背景には市のデマンド型乗合タクシー

の運行開始やNPOを運営する支え手

の不足



デマンド型乗合タクシーサービスへの展開

デマンド型乗合タクシー事業
2023. 4〜

グリーンスローモビリティ事業
2020.10〜2023. 9

備前市
市⾞両を使った運⾏を⺠間に委託

NPO法⼈スマイル・つるみ
市⾞両の貸与・運⾏補助

事業主体

市民又はタクシー事業者NPO法人スマイル・つるみ運行者

居住地区及び隣接する指定地区内の
駅・バス停・医療機関などの拠点
（離島を除く）

鶴海地内（⼀部の集落を除く）乗車可能エリア

ＥＶ フォルクスワーゲン社製SUV
ID.4 Liteほか

ＥＶ ⽇⽴バッテリー社製ゴルフ
カート 4⼈乗り

車両

200円（ひとり⼀乗⾞当り）
R8.3.31までマイナンバーカード提⽰に
より無償

200円（ひとり⼀乗⾞当り）運賃

運⾏者へ電話による事前予約
（R7中にPC・スマートフォン対応及び
コールセンター化による⼀元管理へ）

運⾏者へ電話による事前予約乗車申込



運行曜日 月～金（祝日運休）

運行時間 8:30～12:00

乗車エリア 居住地区と隣接する指定の

２地区

利用方法 利用日の1週間前から前日

（平日午前中）までに運行者へ電話予約



デマンド型乗合タクシーの利用実績（令和６年度）

560 825 1,544 1,260 3,005 726 711 1,407 434 263 

1.7
1.6

1.3

1.5

2.4

1.8

1.2

1.6

0.6

0.3

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

西
鶴
山

香
登

伊
部

片
上

伊
里

東
鶴
山

三
石

日
生
西

日
生
東

吉
永

地
区
内
の
後
期
高
齢
者
一
人
当
た
り
利
用
回
数

年
間
延
べ
利
用
回
数



移動を支える備前市の車両

フォルクスワーゲン ID.4 Lite（赤）

フォルクスワーゲン ID.4 Lite（青） 香登・伊部

三菱 eKクロスEVNew 定期船「NORINAHLLE」

市営バス



鶴海地区の「カフェサロン」「ワンコイン酒場」 2025. 6


